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5月12日、中国人民銀行（中央銀行）は預金準備率の

0.5%引き下げを発表しました（実施は5月18日から）。

預金準備率の引き下げは、2011年11月、2012年2月
に続き3度目となります。

公表ベースで計算すると、大手行の預金準備率は

20%となります。なお、非公表で個別に預金準備率の

引き上げ・引き下げが行われていると伝えられている

ため、各銀行に適用されるレート等の詳細は不明です。

先週発表された4月の経済指標は、鉱工業生産や輸

出入が鈍化するなど総じて減速方向にあり、準備率引

き下げ決定を後押ししたものと見られます。

(2011/1-2～2012/4) 

当社では、中国経済は減速しながらも個人消費などの

内需を中心に引き続き底堅く推移すると考えています。

経済指標は前年比減速を示しているものの依然水準は

高く、今後成長率は底入れし年後半に向けて持ち直し

ていくと見ています。

足元では景気鈍化傾向が続いているため、政府当局は

今後も金融緩和姿勢を維持するものと見られます。先

行きの利下げを視野に入れつつ当面は預金準備率の

引き下げを継続すると考えます。

2012年5月14日
情報提供資料

中国の預金準備率引き下げについて

＜預金準備率を0.5%引き下げ＞ ＜預金準備率（公表ベース*）の推移＞

＜中国経済と金融政策の見通し＞

＜鉱工業生産は伸び率鈍化＞

中国元は一昨年来緩やかな元高政策が維持され、対

米ドルで高値を更新していましたが、今年に入り景気

減速等から概ね横ばいで推移しています。

14日東京時間13時現在の中国元は、1米ドル＝

6.317元(4月末比▲0.6%)、対円では、1元＝12.7円
（同▲0.3%）程度の元安となっています。

＜中国元の状況＞

＜中国元為替の推移＞

(2008/1/1～2012/5/14東京時間13時現在) 

(2008/1/1～2012/5/14) 

*注：中国人民銀行公表分のみ、対象・期間限定のものは除外
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